
2019年 10 月 4 日（金）～ 11 月 17 日（日）

●関連イベント

トーク「久保幽香を語る」＊申込必要(先着 200 人)

日時 10 月 20 日(日) 14:00 ～ 15:00
講師 浜 佳香(東玄書道会代表)

＊申し込み方法 はがき・ＦＡＸ・メールのいずれかに、郵便番号、 住所、

氏名(ふりがな）、電話番号、「久保幽香展、トーク、10 月 20 日希望」と

明記の上、当館までお申し込みください。当館1階受付でも申し込めます。

展示解説 ＊申込不要、要観覧券

①日時 11 月 4 日(月･振休) 11:00 ～ 11:30
②日時 11 月 13 日(水) 11:00 ～ 11:30
講師 大林 佳代(当館学芸員)

言の葉ミュージアム

徳島県立文学書道館
〒 770-0807 徳島市中前川町 2 丁目 22-1
電 話 088-625-7485 FAX 088-625-7540
メールアドレス kotonoha@bungakushodo.jp
ホ ー ム ペ ー ジ http://www.bungakushodo.jp

観覧料 一般 510円(400円）／高校･大学生350円(280円）／小･中学生 250円(200円）

（ ）内は20人以上の団体割引料金。小･中･高校生は土･日･祝日･秋休み期間中は無料。

高齢者(65歳以上)と各障がい者手帳をお持ちの方は半額。

＊消費税率変更後、観覧料が一部改定になる場合があります。

主催 徳島県立文学書道館 後援 徳島県教育委員会・徳島新聞社・ＮＨＫ徳島放送局・四国放送

休 館 日 月曜日(ただし 10 月 14 日と 11 月4 日は開館し翌日休館）
会 場 1 階 特別展示室・3 階 書道美術常設展示室

開館時間 9:30 ～ 17:00
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●交通アクセス ＪＲ徳島駅から

徒歩 約 15 分

JR徳島駅西側のポッポ街を抜けて右折。踏切と助任

川を越え、3 つめの信号交差点を右折して約 300 ｍ。

徳島中学校東隣。

バス

〔徳島市営バス〕7 番乗り場「川内循環線(右回り)」

に乗車。「吉野本町 2 丁目」で下車し徒歩で約 5 分。

〔徳島バス〕2 番乗り場「前川経由」に乗車。「吉野

本町 2 丁目」で下車し徒歩で約 5 分。

タクシー・自動車 約 5 分

国道 192 号線、藍場町交差点を北進。助任川を越

え、4 つめの信号を右折して約 300 ｍ。

インターチェンジから

徳島インターチェンジから車で約 15 分。

鳴門インターチェンジから車で約 25 分。

駐車場 当館北側にあります(43 台・大型バス 2 台）。

●展示のお知らせ

秋･冬の書道収蔵品展
「明治の三筆 梧竹・一六・鳴鶴」
11 月 19 日(火)～ 2020 年 2 月 11 日(火･祝)

書道企画展
「第4回書道創作グランプリ」
11 月 30 日(土)～ 12 月 11 日(水)

観覧無料

●イベントのお知らせ

ことのはロビーコンサート
11 月 4 日(月･振休）14:00 ～ 15:00
入場無料・申込不要

〈出演者〉

シュガー綾子(ジャズボーカル）

後藤美穂(ピアノ）

正木孝昌(ベース)
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久保幽香（くぼ・ゆうこう）

1930 ～ 99 年
徳島県那賀郡那賀町生まれ

【主な書歴】
1961 年 31 歳 日展初入選(以後、入選 15 回）
1963 年 33 歳 毎日書道展毎日賞、徳島県展招待
1965 年 35 歳 毎日書道展委嘱

創玄展二科審査員
1977 年 47 歳 日展会友、徳島県芸術祭大賞
1979 年 49 歳 東玄書道会創設(幽香書院を改称)

徳島県展審査員
1981 年 51 歳 毎日現代書展審査会員

ドイツのミュンヘンで東玄書道会展・
第 10 回記念海外展(以後、海外展 2 回）

1984 年 54 歳 毎日書道展審査会員
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徳島の女流書家の第一人者として活躍した久保幽

香は、19歳より荒井天鶴に師事し、22歳で徳島県
てんかく

展で特選を受賞、若くして書の才能が開花しました。

24 歳で幽香書院を創立し、その後、日展入選や毎

日書道展毎日賞など、中央でも受賞を重ねました。

そして、49歳の折に近代詩文書を提唱した金子

鷗亭に師事し、東玄書道会を創設。近代詩文書の普
おうてい

及と後進の指導にも情熱を注ぎました。さらには海

外で東玄書道会展を開催するなど、活発に活動を展

開しました。

久保幽香の没後20年にあたる今年、本展では当

館および個人が所蔵する33歳から没年までの作品

と関連資料を展示し、幽香の書の歩みを紹介します。

切れ味鋭い線と温かみのある線、そして清澄な余白

が織りなす幽香の書は、香り立つ叙情と品格に満ち

ています。この機会にぜひご覧ください。


